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平城宮跡第1 2 6 次発掘調査
金子裕之

平城宮跡第１２７次発掘調査
上原真人

平城宮跡第1 2 8 次発掘調査
木中真

( 4) 1980年９月27日
現地説明会

( 5) 1980年１１月22日

現地説明会

( 6) 1981年３月1斗日
現地説明会

工事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 0年５月2斗日第斗7回公開講演会
「軒瓦製作技法に関する二三の問題」

金子裕之

「東大寺文書の起請文について」綾村宏

( 2 ) 1 9 8 0年1 1月1 5日第４８回公開講演会
「C ､ J , T h o ms e n の再評価」岩本圭輔

「平城京と京東条里」岩本次郎

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 0 年５月３１日平城宮跡第1 2 2 次発掘調査
現地説明会菅原正明

( 2 ) 1 9 8 0 年７月1 9 日藤原宮跡第2 9 次発掘調査現

地説明会加藤優

( 3 ) 1 9 8 0 年９月1 3 日；桧隈寺第２次発掘調査現地
説明会岩本正二

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 8 0 年４月2 6 日～５月６日

見学者7 , 2 6 6 名

秋季特別公開1 9 8 0年1 0月2 6日～1 1月９日
見学者18 , 5 9 6名

( 2 ) 見学者数

種別

特定研究（１）
〃

〃

一般ｗｆ究（A ）
一般研究 ○

〃

〃

〃

一般研究（。
〃

奨励，ｆ究（A ）
〃

〃

〃

計

研究課題

地下遺椎探査の新技法の開発
進瀧保存の工法研究
石器製作技術の復原研究法
大和岡荘園の復原的研究
古代高床倉庫の系譜的研究
民家の軸部俄造の系統的発展に関する研究
竪穴式住居の枇造と立地条件に関する研究
日朝都城制の比核研究
鴎尾の様式的研究
律令制下村落の変質過程に関する考古学的研究
公家新制の収集と校訂
中世庶民生活の考古学的復原
中部山岳地帯における古式古墳の研究
古, 代寺院造成技法の研究

１４件

* 盗料館は1 9 7 0 年度・殺屋は1 9 6 8 年度以降

2 1 9 8 0 年度文部省科学研究費補助金による研究

（1980. 10. 8～1980. 11. 24）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の
質問に応じている。また特別展示のカタログとし
て「高取の仏像」及び「日本古代の鶏尾」を刊
行した。

奈良国立文化財研究所要項

研究代表者

田中琢
佐原真
松沢亜生
、中稔
木下正史
吉山靖
宮木長二郎
佐藤興治
大脇潔
松村恵珂
清田善樹
安田龍太郎
立木修
治水典一

－７０－

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別陳列「高取の仏像」

（1980. 4. 22～1980. 6. 1）
特別展示「日本古代の鴎尾」

区分｜資料館｜淑屋｜計
1980年

累計３６‘ , 2271？' 6, 775
4…Ｓ，｣０３１１２，，６４６１

1, 078, 833



入館者数( 1 9 8 0 . 斗. １～1 9 8 1 . 3 . 3 1開館日数30 4日）

１普通観覧|団体観覧|有料
一般' 4‘ ’ ' 751…｜
高･大’ 18, 859131, 7671

小･中’ 13, 145147, 557
計’ ７s. 1791106. 389

模造製作

山王廃寺嶋尾

山田寺礎石

坂田寺金堂須弥嫡石

184. 768

無料｜合計

8. 290 193. 058

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することをロ的
として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担
当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺跡測迅基礎課程）

1980年５月16日～５月22日（参加者16名）
( 2 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺跡測最応用課程）
1980年５月23日～５月29日（参加者13名）

( 3 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修
（埋蔵文化財基礎課程）

1980年６月９日～６月13日（参加者30名）
( 4 ) 昭和5 5年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺跡保存整備課程）
1980年７月１日～７月10日（参加者18名）
( 5 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（細文・弥生遺跡調査課程）
1980年９月25日～10月４日（参加者26名）

( 6 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（歴史時代遺跡調査課程）
1980年11月５日～11月１５日（参加者24名）
( 7 ) 昭和5 5年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺物保存科学課程）
1980年12月１日～12月13日（参加者23名）
( 8 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（自然遺物課程）

1981年１月19日～１月31日（参加者12名）
( 9 ) 昭和5 5年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修
（特別調査技術課程）

1981年２月16日～２月１８日（参加者35名）
⑩昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

－７１

（逝物整理課程）
1 9 8 1年２月23日～３月７日（参加者23名）

( 1 1）研修員受入

ア．飯Ｈ１良一（三重県立四日市西高等学校教
諭）

山下雅春（三重県朝日町立朝日小学校教
諭）

1 9 8 0年６月２日～７月３１日
高見宜雄（三重県磯部町立磯部小学校教
諭）

増田安生（三重県明和町立明和中学校教
諭）

1980年１０月１日～10月３１日

イ．礎光南（大韓民国籍，東京芸術大学修
士）

1980年６月１５日～６月24日

ウ．山１，拓伸（( 財) 大阪文化財センター技
師）

1 9 8 0年６月９日～７月３１日
エ．河村吉行（山口大学助手）

1 9 8 0年６月3 0日～７月５日

オ．三野紀雄（北海道開拓記念館研究員）
1980年12月15日～1981年３月５日

力．張慶浩（大韓民国文化財研究所美術工
芸研究室長

1980年12月22日～1981年２月18日

キ．Ki mHong j u（大韓民国慶州博物館員）
1 9 8 1年３月９日～３月３１日

発掘調査・整備等指導

（北海逆）開陽丸遺跡，（青森）弘前城跡三の丸
庭園，（岩手）志波城跡，国見山廃寺跡，毛越寺
庭園，（福島）慧日寺跡地内徳一廟，（茨城）神
野向遺跡，（栃木）下野国府跡，下野薬師寺，（群
馬）上野国分寺跡，（石川）石動山塔跡，（山梨）
寺本廃寺，（長野）森将軍塚古墳，松本城二の丸
書院跡, ．（岐阜）江馬氏館跡，（静岡）興国寺城
跡（愛知）勝川廃寺遺跡，（三重）川原井瓦窯跡，
北堀池遺跡，宝塚古城，西明寺遺跡，（滋賛）催
木原遺跡，（京都）恵解山古墳，双ケ岡１号城，
国道９号バイパス関係遺跡，恭仁京跡，（大阪）
七尾瓦窯跡，（兵庫）田能遺跡，大陣原窯跡，繁
昌廃寺跡，緑風台窯跡，西条廃寺跡，猪名川流域
下水道原田処理場内遺跡，加古川市内遺跡，（奈
良）平野塚穴山古城，大塚山古城，新沢千塚古墳



Ⅲ研究成果刊行物

1 9 8 0 年度刊行物

群，（和歌山）岩橋千塚古墳群，（鳥取）鳥取城跡，
伯誉国分寺跡，（島根）山城郷正倉跡，富田川河
床遺跡，丁の坪遺跡，広瀬町内遺跡群，（岡山）
美作国分寺跡, 小坂西沖の店遺跡, 院庄館跡，（広
島）下本谷遺跡，冠遺跡，（山口）長門国府周辺
遺跡，大内氏遺跡，（徳島）阿波国分寺跡，（香
川）讃岐国分寺跡，（愛媛）鶴が峠遺跡，（福岡）
太宰府跡関連史跡，（佐賀）丸山遺跡，安永田遺
跡，（熊本）宇土城跡，（宮崎）宮崎学園都市遺
跡，（鹿児島）薩摩国分寺跡，（沖細）今帰仁城
跡，野国貝塚

埋蔵文化財ニュース刊行
第2 6 号埋蔵文化財関係調査報告書刊行数の推移
第2 7 号昭和5 4 年度緊急発掘調査費用負担事業種

別集計

第2 8 号層位，遺跡断面等の剥ぎ取り転写法
第2 9 号埋蔵文化財担当専門職員配置市町村一覧
第3 0 号遺跡の管理実態調査
第3 1 号木製遺物の保存科学

区分｜面秋 ’ 購入額

1 9 8 0年度’ 3 0 , 5 1 6 . 8 9ｍ2 1 5 8 0 , 8 8 4 , 6 8 3円

国有地合計’ 2 3 1 , 1 2 6 . 3 1 3 , 9 9 1 , 3 5 0 , 9 9 3

前年度までの刊行物
奈良国立文化財研究所学報

Ⅱ図書及び資料

図書5 5 , 2 9 9 冊

５その他

委員会等

第７回飛鳥資料館運営協議会
1 9 8 0 年５月2 0 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会
1 9 8 0 年６月６日・７日於平城宮跡資料館

集落町並保存対策に関する研究集会

1 9 8 0 年1 2 月２日・３日於平城宮跡資料館
外国出張

鬼頭清明文部省在外研究員として西域出土敦

煙文書の調査研究のため東ドイツ民主共和国，ギ
リシヤ，ルーマニア，フランスに派遮。

1 9 8 0 年８月４日～同年９月2 9 日

西村康，小林謙一西北ヨーロッパにおける長
形墳・円形墳の比較考古学的研究のため連合王国
・アイルランドに派避。

1 9 8 0年８月１１日～同年10月１１日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国
有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化
庁から支出委任を受けて買収事務を担当している
が，1 9 8 0 年度の状況は下記の通り。

計
４
３
４
８

４
‐

寄贈

2, 926
５７

22, 664
月０２

区分| 種別

噸"鞭騨鱗：
鶏計曜鍵：

贈入

１，５１２

２９０

２８，８２３

３，３１０

－７２

写真20 4 , 3 3 9点（19 8 0年度末現在）

称年度

報告

調査

1 9 6 1 第1 1 冊院家建築の研究
1 9 6 2 第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第１3 冊寝殿造系庭園の立地的考察
第' 4 冊レースと金地舎利塔に関する研究
第１5 冊平城宮発掘調査報告Ｉ官簡地域の

第２冊修学院離宮の復原的研究

名

1 9 5 4 1 第１冊仏師巡慶の研究

1 9 5 5 第３冊文化史論叢
' 9 5 6 第４冊奈良時代僧房の研究
1 9 5 7 第５冊飛鳥寺発掘調査報告
1 9 5 8 第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告
1 9 5 9 第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告
' 9 6 0 第1 0 冊平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査

名称

学報第3 9 冊平城宮発掘調査報告Ｘ
史料第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文書目録第３巻
図録第７冊日本古代の鴎尾
基準漬料第８冊瓦綿８
概報他昭和5 4 年度平城宮跡発掘調査概報

飛鳥・藤原宮発掘調査概報１０
平城宮発掘調査出土木簡概報１３
藤原宮出土木簡４
平城京九条大路発掘調査概報
平城宮北辺地域発掘調査報告書



1９７５

奈良国立文化財研究所基準資料年度 端 称

7３

計

第1 9 冊東大寺文苫' 二l 録第２灘

第1 7 冊平城宮木簡３脚版・解説
第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

1 9 7 9 1 第1 6 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 5 冊東大寺文7 1 綱録第１巻

雑
一
睡
岬
嘩
岬

名
一
鋤
癖
鋤
榊
軸
軸
翻

称第' 6 冊平城宮発掘調在報告Ⅲ内裏地域の
調在

第' 7 冊平城宮発掘調査報僑' Ｖ官術地域の
調在

第' ８冊小堀遠州の作亦
第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家
第2 0 冊名物裂の成立
第2 1 冊研究論集’
第2 2 冊研究論集Ⅱ
第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京

一条三坊の調査
第2 4 冊高山一町並調在報告一
第2 5 冊平城威左京三条二坊
第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ
第2 7 冊飛鳥．藤原宮発掘調査報告，
弟2 8 冊研究論集Ⅲ
第2 9 冊木曾奈良井一町並調在報告一
第3 0 冊五条一町並調査の記録一
弟３１冊飛鳥．藤原宮発掘調査増告Ｉ
第3 2 冊研究論集Ⅳ
第3 3 冊イタリア中部の一山厩集落における

民家調査報告
第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ
第3 5 冊研究論集Ｖ
第3 6 冊平城宮整備調在報告，
第3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調在報告Ⅲ
第3 8 冊研究論集Ⅵ

1９６３

１９６５

1 9 7 8 1 第１４冊ロ木美術院彫刻等修理記録Ｖ

１
１
１
１
１
冊
Ⅱ

１
２
３
４
５
６
７

第
第
第
第
第
第
館

解説
解説

1967

1969

1971

1973

1 9 7 4

1９７８

１９７９

Ⅵ施設

土地3 2 , 5 0 1 ｍｇ（当所所管）
木庁舎８ . S 6 0 I n 2 飛‘ 嚇盗料館17 , 0 9 2ｍ２

１Ⅲ山宿舎飛恥黄料館禰介 1 . 3 4 3 ｍｇｓｏｍ２
赤日野 5 , 1 2 6 , 2

1 , 231 , 939 , 2（文化庁所管）
平城宮跡地区9 9 9 , 9 4 3 ｍz
藤原智跡地侭2 3 1 . 1 2 6 , 2
飛烏稲淵宮殿跡地ｓ７０ｍ２

飛鳥資料館図録

円千０
６
９
１
０
２
４
２
１
７
９
０
１
８
０

３
４
９
１
６
８
９
８
５
６
８
章
。
１
２
０

８
５
１
２
１
６
３
８
２
７
６
Ｏ
ご
う
ｌ
Ｏ

ｊ
１
７
０
０
３
Ｆ
＃
■
Ｆ
〃
Ｐ
３
、
、

８
７
６
４
２
０
８
５
１
８
５
０
０
５
０

９
９
骨
、
５
４
４
４
４
９
４
５
０

３
５
３
３
２
１

1 9 6 9 1 弟５冊平城宮木簡１解説( 別冊）

1９７６

１９７７

Ⅳ定員

' 9 7 5 第' 0 冊日本美術院彫刻等修理記録1
1 9 7 6 第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録1 １

1９７８

１０７０ Ｖ予算（1 9 8 0 年度）

節９冊ロ本美術院彫刻等修理記録Ｉ

１，" |蕊W噸撫刻難迦蕊Ⅳ

人件蛮
運営蛮
１１：業管理
一般研究
特別研究
発掘調査
宮跡盤肺椿理
飛鳥淡料館運営
埋蔵文化財センター運営
新庁舎統合移転に伴う経饗
施設聾
施設整備班
平城宮跡地等整備費
各所修繕
不動産附入変

称

奈良国立文化財研究所史料

1 9 7 4 1 第８冊平城宮木簡２図版・解説

年度 名

1. 392, 065

1 9 5 4 第１冊南無阿弥陀仏作溌集( 複製）
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年度 名 称

第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏
第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文箭
節３冊Ｈ本古代の墓誌
第４冊日本古代の蕊誌銘文篇
第５冊古代の誕生仏
節６冊飛, 鳥時代の古曜是商松塚とその周辺一

1979年度
1980年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二 研究職，計

6９

６６

９９

９６



６１

福島郁夫

庶務部庶務課専門員に転任
日高参夫

辞職栢本安臣
庶務部会計課専門職員に配置換

西田健三
文化庁文化財保護部無形文化民俗文化
課専門職員に転任加藤建夫
庶務部会計課用度係長に昇任

新井耕治

大阪大学文学部会計掛長に転任

乾敏光

平城宮跡発掘調査部遺構調査室に転任
山岸常人

文化庁文化財保護部建造物課に転任
中村雅治

研究補佐貝採用滝本正志
奈良国立博物館仏教美術資料研究セン
ター仏教美術研究室長に転任

田中義恭

奈良国立博物館仏教美術資料研究セン

ター仏教美術研究室に転任

百橋明穂

庶務部庶務課庶務係長に転任
藤原賢二

辞職大場範子

辞職中村美千代・吉村郁子
庶務部会計課専門職員に昇任

渡辺康史

辞職盛峰雄
研究補佐貝採用藤田広幸
辞職田辺征夫
文化庁文化財保護部記念物課文化財調
査官に転任黒崎直

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任
菅原正明

庶務部会計課に転任吉村義徳

京都国立博物館管理課施設係長に転任
奥村末儀

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

甲斐忠彦

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任上野邦一
辞職堀内博子
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６，７８１
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５‘ 60s
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１，５１s
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7, 398

１，４１６

4, 095

23, 774

213

23. 987

－７４－

３月３０日

１月１日

Ⅶ人事異動

（1980年４月１日～1981年３月31日）
４月１日庶務部長に転任森春見

辞職小島康治

平城宮跡発掘調査部考古第三調査室長

に兇任山本忠尚
庶務部会計課課長補佐に昇任

１２月１個
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10. 632
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2, 600

1, 60s

2. 682

率
一
坪

主要工事

（１）施設整備費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部収蔵庫新設そ
の他工事

（建設省近畿地方建設局委任工事分）
本庁舎車庫等新営工事
( 2 ) 平城宮跡地等整備磯
平城宮跡地環境整備工事

藤原宮跡地環境整備工事
庁舎周辺整備工事

平城宮跡資料館改修工事

平城宮跡地内下水道築造工事

木簡前処理室新営工事

( 3 ) 各所修繕

平城宮跡資料館屋根塗装工事

( 4 ) 庁費
旧米谷家住宅管理棟新営工事

千円
5, 000

４月１０日

3２，１２３

４月１５１日

６月30日

７月１日

1＋5, 000

１５，０００

斗4, 800

斗5, 200

１６，０００

5, 000

７月３１日

８月１日

９月30日

１０月１日



３月3 1 日文化庁文化財保謹部管理課国立歴史民
俗博物館（仮称）設立準備室歴史総主
幹に転任田中稔

３月３１日辞職甲斐忠彦

Ⅷ組織規定

文部省設置法抜華
昭和2 4年法維蛎1 4 6号

昭和4 3年６月１５日一部改ＴＥ

第3 6条第４３条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を侭く。
国立文化財研究所（前後略）
第4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関する調
査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と
する。

２国立文化財研究所には，支所を侭〈ことがで
きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位匠
及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱
昭和28年１月13脚文部杓令蛎２号，追加昭和43年６月15日
文部樹令節2 0号
昭和45年４月17日文部禰令第11号，
昭和48年４月１２日文部脅令跡６号，
昭和49年４月１１日文部宥令鋪１０号，
昭和５０年４月２日文部省令館13 ･浄，
昭和51年５月１０日文部櫛令第16号，
昭和52年４月18日文部朽令鱒10号，
昭和53年４月５Ｆ１文部特令鋪１９号，
昭和53年９月９日文部柑令節33号，
昭和55年４月５日文部肴令第14号，
昭和55年６月25日文部櫛令第23号

第５章文化庁の附属機関
第４節国立文化財研究所
第１１６条の９国立文化財研究所の名称及び
位置は，次の表に掲げるとおりとする。

名称
I

東京国立文化財研究所’
奈良国立文化財研究所

位砥

東京都台東区

奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所
（所長）

第1 2 3条奈良国立文化財研究所に，所長をi 置く。
２所長は所務を掌理する。
（内部組織）

第1 2 斗条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建
造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘
調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を置く。

－７５

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研
究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを
瞬く。

（庶務部の分課及び事務）
第1 2 5 条庶務部に，次の二課を侭く。
一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる○
一職員の人事に関する事務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ
と。

三公文番類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四この研究所の所' 裳事務に関し，連絡調整す
ること。

五この研究所の所掌に係る進構及び遺物の保
全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属
しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる○
一予算に関する事務を処理すること。
二経饗及び収入の決算その他会計に関する事
務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処
理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を
処理すること。

五庁内の取締りに関すること。
（建造物研究室等の班務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び
伝統的建造物群に関する調査研究を行い’ 並び
にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに
歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその
結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に’ 考古第一調査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺構調
査室，計測修景調査室及び史料調査室を侭く°
２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか
その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第
三調査室においては，別に定めるところにより



分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
４遺構調査室においては，進構の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
５計測修景調査室においては，造拙の計測及び
修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）
第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一
調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料
調査室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地
域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から
第五項までに定める事務を処理するほか，その
発掘を行う。
３考古第一調査室及び考古第二調査室において
は，別に定めるところにより分担して，遺物
（木簡を除く｡ ）の保存整理及び調査研究並びに
これらの結果の公表を行う。
４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び
調査研究，遺構の計測及び修景並びにこれらに
関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行
う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）
第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め
るため，この地域に関する考古資料，歴史資料
その他の資料を収集し〆保管して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び事
業を行う。

（飛鳥資料館の館長）
第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を硬く°
２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）
第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を瞬
く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計
等に関する事務を処理する。

－７６

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建
造物，絵画，彫刻，典籍，古文番その他の資
料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の
作成，調査研究及び解説を行うこと。
二飛鳥地域に関する図謀，写真その他の資料
の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及
び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）
第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の
事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果
の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び
助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，
整理，保管及び調査研究を行い，並びに地方
公共団体の機関その他関係の機関及び団体等
の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）
第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を極く。
２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌
理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）
第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究
指導部及び備報資料室を置く。
（教務室の事務）
第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す
る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の五室及び事務）
第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落
遺跡研究室，遺物処理研究室，測批研究室及び
保存工学研究室を騒ぐ。
２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号
から第３号までに掲げる調務（他の室の所掌に



属するものを除く｡ ）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落巡跡に関し，
第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務( 遺
物処理研究室，測並研究室及び保存工学研究室
の所掌に属するものを除く。）をつかさどる。
４遺物処理研究室においては，進物の処理に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事
務をつかさどる。

５測鼓研究室においては，埋蔵文化財の測冊に

関し，第1 3 3 条第１号から節３号までに掲げる

事務をつかさどる。

６保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ
る蛎務をつかさどる。

（情報資料室の事務）
第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４
号に掲げる事務をつかさどる。

昭和26 . 1 0 .2６．１０．６

２７－４－１

２９．７．１

３５．１０．１５

３６．９．１６

３８．４．１０

３９．４．１

４０．４．１

４３．６．１５

４５．４．１５

４５．４．１７

4 ８．４．１２

4 ９．４．１１

５０．３．１５

５０．４．２

５１．５．１０

５２．１０．１

５３．４－５

5３．１０．１

５５．４．５

５５．４．２６

奈良国立文化財研究所略年表

奈良文化財研究所設置準備規程（文化財保謹委員会裁定第1 1 号）により設置準備会発足。
文化財保護委員会の附属機関として奈良文化財研究所（庶務室，美術工芸研究室，建造
物研究室，歴史研究室）設臓。
奈良国立文化財研究所と改称。
平城宮跡に発掘調査事務所設置。
庶務室は庶務課とする。

平城宮跡発掘調査部が設けられる。

平域宮跡発掘調査部に第一～第三調査室，保存整理室，史料調査室を瞳く。
平域宮跡発掘調査部に新たに第四調査室を侭く°

文化庁発足，その附属機関となる。

平城宮跡資料館開館。

平城宮跡発掘調査部の組織を考古第一～考古第三調査室，遺構調査室，計測修景調査室，
史料調査室，飛鳥藤原宮跡調査室と改める。
会計課，飛鳥藤原宮跡発掘調査部（第一調査室，第二調査室) ，飛鳥資料館( 庶務室，学
芸室）設世。

庶務部（庶務課，会計課) ，埋蔵文化財センター（教務室，考古計画研究室，測量研究
室）設置。

飛鳥資料館開館。

埋蔵文化センターに研究指導部設置。同部に遺物処理研究室新設。
埋蔵文化センター研究指導部に集落遺跡研究室新設。
埋蔵文化センター研究指導部に保存工学研究室新設。

飛鳥藤原宮跡発掘調査部の組織を考古第一調査室，考古第二調査室，遮構調査室，史料
調査室と改める。

埋蔵文化財･ センターに情報資料室新設。

美術工芸研究室を奈良国立博物館（仏教美術資料研究センター）に移換。
庁舎移転（奈良市二条町) ，併せて平城宮跡発掘調査部，埋蔵文化財センターを庁舎に
統合。

－７７－



7８

職員（1 9 8 1 年６月１日現在）
所属

一
庶
務
課
一
会
計
課

庶

務

部

庶
務
課

会
計
課

建
造
物
研
究
室

歴
史
研
究
室

氏名

坪井清足

森毒見

三森武雄
織田健蔵
日商参夫
藤原賢二
西微
木寅忠雄
森田光治
岡田博先
八幡扶桑
宍戸雅子
港悦子
村田恵子
宮本立代
中川かよ子
中垣睦美
寺田千鶴子
城本きよの

笹山保美
咲潔常一
福島郁夫
西田趣三
渡辺康史
冬野徹
忠利二
前川重子
橋本伴子
新井耕治
刀谷敏博
中西建夫
垣内きよ〃と
太田博子
渡辺康史
吉村義徳
大西和子

吉田端
屯井伸雄
消水真一
加藤允彦
上野邦一
福山敏男
綾村幸子

坪井満足
中村友博
綾村宏
今泉隆雄
松村忠司
山崎信二
堀池泰峰
佐藤久美子

官職

文部技官所長

文部訴務宮部

文部班務官
文部事務官
文部事務官
文部本務官
文部事務官

課
課
専
庶

文部事務官隣
文部本務官警

鋤
門
諦
端
務

長
長
佐
貝
挺
便
旦

文部本務宮警務貝
文部技官輔犠貝( 併任）
事務補佐貝
水務補佐貝
事務補佐貝
事務補佐貝
事務補佐貝
郡務補佐貝
事務補佐員
業務補佐貝

文部躯務宮課長
文部事務官課長補佐
文部事務官課長補佐
文部事務官嘩門職員
文部技官専門戦貝
文部砺務官経理係長
文部事務官
事務補佐貝
那務補佐貝
文部事務官用度係長
文部本務官
文部技官
事務補佐貝

雛難1細
事務補佐貝

課長
課長補佐
課長補佐
嘩門職員
専門戦貝
経理係長

文部技官室長
文部技官〈併圧）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
調在貝（非柑勤）
研究補佐貝

文部技官室長( 取扱）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
調在員（非常勤）
蛎務補佐員

室長( 取扱）
併任）

１
１
１
１

任
任
任
任

常勤）

担当

平城那務

庶務人事
群備
審備
警備
写典
庶務人蛎
庶務
庶務
図蝶資料
図番盗料
図番資料
平城事務
庁務

藤原躯務
雛備符理

経理
経理
経理

用度
自動車運転
用度
用度

施設
施設

建築
延築
延築
造跡庭側
建築
建築
資料整理

考古
考古
歴史
歴史
考古
考古
歴史
麦料整理

所属

一
考
古
第
一
調
在
察
考
古
第
二
調
在
室
‐
一
考
古
第
一
一
一
調
在
室
一
世
櫛
調
１
劃
封
ヨ
ー
ー
計
測
修
策
調
在
室
一
史
料
調
在
室
一
一

平
城
宮
跡
発
掘
調
在
部

考
古
第
一
調
在
察

考
古
第
二
調
在
室

考
古
第
三
調
在
室

遺
櫛
調
査
室

計
測
修
紫
調
在
室

史
料
調
在
室

氏名

岡田英男

工楽善通
土肥拳
上原真人
杉山洋
金子裕之
八幡扶桑
佃幹雄
池田千賀枝
吉村司朗
石川千恵子

森郁夫
安田魂太郎
巽淳一郎
立木修
菅原正明

山本忠尚
千田剛道
毛利光俊彦
中村友博
岩永省三

窟本長二郎
屯井伸雄
諦水英一
山岸常人

田中哲雄
加藤允彦
本中典
内田昭人
森護

鬼頭消明
綾村宏
佐藤信
滴田泌樹

梼原正明
金子裕之
木寅忠雄
森田光治
岡田博光
城本きよの

官 職

文部技官部長

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官（併任）
文部技官．専' ' ' １職員
文部技官専門職貝
事務補佐員
技能補佐貝
研究補佐貝

文部技官宝長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官室長
文部技官
文部技官
文; 部技官
調在貝（非術効）

文部技官室任
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官主任研究官
文部技官主任研究官
文部事務官（兼任）
文部事務官（兼任）
文部事務官（兼任）
業務補佐貝（兼任）

当

古
古
古
古
古
真
真
真
守
開
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
築
築
築
築

跡庭刷
跡庭園
跡庭圃

築
跡庭園

史
史
史
史
古
古
倫
備
備
務

考
考
考
考
考
写
写
写
保
公
考
考
考
考
考
考
考
考
考
考
建
建
延
延
遺
遺
世
建
造
歴
歴
歴
歴
・
考
考
警
警
蕃
庁



Ｉ
上
職
務
課
一
一
職
務
係
一

坐
鰯

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

一
価
帆
麦
料
塑
一

機

Ｉ
Ｌ
測
就
研
究
塁
一

唾
一

_Ｌ
飛

鳥

叢

上
Ｉ
…
胤
胤
宣
灘
稚
灘

ｌ
上
庇
務
部
Ｔ
ｌ
ｌ

一
平
城
獄
跡
発
掘
別
対
細
君
１
１
キ
ー
｛
考
古
第
三
調
光
鉦
一

一
、
迩
迫
物
研
究
里
一

一
歴
史
研
究
憲
一

Ｉ
上
僚
存
工
挙
研
究
鎚
・
’

Ｉ
上
会
計
課
一
一
一
胴
度
係
一

Ｉ
上
計
測
維
簸
洞
炎
誕
一

｜
牧
務
蝋
一
‐
ｌ
「
郷
酬
蜘

Ｉ
上
史
料
制
従
溌
一

ｌ
ユ
討
古
鋪
一
鯛
在
室
一

ｌ
上
史
料
詞
姦
室
一

Ｉ
上
避
櫛
岡
究
識
一

Ｉ
上
考
古
輔
一
一
調
光
塞
一

Ｉ
上
考
古
赫
一
詞
雀
塑
一

ｌ
と
施
設
雄
愉
怖
現
係
一

剛
園
圃
圃

所属

飛
鳥

藤
獄
・
原
宮
跡
発
掘
調
在
部

考
古
第
一
鯛
在
室

考
古
第
二
鯛
塞
室

遺
椛
調

史
料
調
査
室

iiM礁、
庶
務
室

氏名

|蕊雄
岩本圭輔
井上直夫
上野邦一
上原真人
清田善樹

木下正史
今泉隆雄
西口毒生
千田剛道
山岸常人

細見啓三
川越俊一
大脇潔
岩本正二
小林謙一

加藤優
岡本．束三
井上和人
松村恵司
安田龍太郎
内由昭人

上野邦一

西田健三
飯田信男
石谷幸子
稲垣耕正
望月正治
宮川‘ 伴子
泉雄二
大林達夫
滝本正志
藤田広幸

坪井清足

森口節之
外嶋義広
飯田信男
米田一二三
吉村義徳
藤本照子
乾春雄
藤本清
福井敏子

一一 d

官職

文部技官部長
文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技 I 官室長
文部技官
文部技官
文部技官（併．任）
文部技官（併任）

妾撫：室長
文部技官
文部技官
文部技官（併任）

文部 . 技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官主任研究官

文部率務官職篭括( 雌）
・文部技官（併任）
事務補佐貝
技能補佐貝
技能補佐貝
研究補佐貝
研究補佐員
研究補佐員
研究補佐貝
研究補佐貝

文部技官館長( 取扱）
文部事務官室長
文部事務官
文部技官
文部事務官警務員
文部技官（併任）
事務補佐員
技能補佐員
警務補佐員
業務補佐貝

担当

古
古
其
築
古
史

考
考
写
建
考
歴

古
史
古
古
築
築
古
古
古
古

考
・
歴
考
考
建
建
考
考
考
考

擢
詰
霊
鍛
謡
》
》
癖
癖
蝿
恥
峠
》
諦
詫
鑑
識

事務
事務
自動車運転
警備
施設
事務
保守
警備
庁務

所属 氏名 官職 担当

飛
鳥
浅
科
館

学
芸
室

厩
腫
職
胸
噸
臓
愉
臓
随
跡
研
趨
厩
＃
陰
陰
慨
畷
唯
陶
澱
研
究
室
癖
存
工
学
研
究
蟻
一
部
一

教
務
室

情
報
資
料
室

猪熊兼勝
小林誰一
津村広志

|松本修自|藤沢一夫
田中琢

織井．弘一
小林雅文
竹島弘美

佐原真

松沢亜生
山中敏史

町田章
山崎信二

沢田正昭
秋山隆保

木全敬蔵
松本修自

蕊太jI：
安原啓示
光谷拓実

伊東太作
西村康
杉田繁治
栗田靖之

岩本次郎

初Ⅲ”’

文部技官室長
文部技官
文部要I F務官
文部技官（併任）
訓在貝（非常勤）

文部技官センター長

文部事務官室長
文部Z 臆務官
事務補佐貝

文部技官部長

文部技官室長
文部技官、、 ’ノ

文部技官室長
文部技官

文部技官室長
文部技官

文部技官室長
文部技官
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官

僧文部技官主任祈究官
文部技官主任研究官
調在員（非常勤）
調査員（非常勤）

文部技官室長
文部技官

Ｉ

考古
考古
図書普及
建築
考古

務
務
務

事
事
事

考古
考古

考古
考古

保存科学
保存科学

測量
建築
測量 : ，

考古測量、
. :～

遺跡庭園
遺跡庭園

測最
考古測量
埋文悩報
埋文情報

歴史
埋文情報


